末尾の書籍にもとづき仏教用語を私なりに整理してみました。（改訂１,　2005年3月）
· 如来(梵語の漢訳)＝しかるべくしてこの世に来られた方, 真如(真理)から来たれし者。　
· 波羅蜜(パーリー語の漢訳パーラミター, 布施, 戒律, 忍耐, 努力, 禅定, 智慧）を行うと佛陀となる。
· 佛陀(梵語ブッダの漢訳)＝世尊(梵語の漢訳) ＝釈尊(和製ではないか）
· 釈迦牟尼世尊, 釈迦牟尼佛＝釈迦族出身の牟尼(むに　聖者)で優れもの＝釈迦如来
· 過去佛=前世で釈迦牟尼が過去佛に帰依し, 修行, 善行していた。過去佛は仏陀の出現を予言したとある。
· 阿弥陀如来＝法蔵がすべての衆生を救済しようとの誓いを立て修行の結果佛陀になった。華厳宗の教主
· 大日如来＝その光明はあまねく照らす, 宇宙と一体と考える密教の教主。他に,薬師如来＝東方浄瑠璃世界の教主
· 菩薩＝佛陀を理想とし衆生の救済を念願する修行中。他に文殊菩薩 普賢菩薩, 地蔵菩薩(民間信仰<お地蔵さん)
· 観自在菩薩＝心眼で観ると煩悩から自在になる。般若心経初頭の句。他に観世音(菩薩), 如意輪観音菩薩　
· 弥勒菩薩＝56億7千万年後に現れるという未来佛で来世への希望を与える。
· 明王＝密教で悪を破壊する強い決意を持つた佛陀の使者, 不動明王, 愛染明王
· 羅漢＝阿羅漢＝佛陀の弟子で尊敬すべき方。　天=まだ迷いの世界にいる諸神, 例えば毘沙門天。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
· 因縁＝万物は因縁より生ず, 因縁を知ることは仏教を知ること。釈尊は因縁の創造者でなく, 発見者。

· 四諦(したい)＝人生は苦, それは煩悩の炎, 煩悩を滅すれば苦も消滅, 正しい智慧により煩悩を滅する。執着するから心が束縛される, 煩悩の束縛から離れ自由になれ。色即是空で般若を知り, 空即是色で慈悲を知る。｢リタイヤで急に世界が澄んで見え(同じような川柳をもじりました)｣金は使うもので金に使われてはならぬ。貧しくとも富める生活。

· 輪廻(転生)＝善行をすれば善果が生じ, 悪行は悪果を生む因果応報の決算が現世だけでは帳尻が合わないから, 現状を前世の｢業(ごう)｣として諦め, 来世への期待と恐怖を諭したもの。　現代的解釈は我々に隣人や子孫への責任を自覚させ, 現世を超越した, より高次なもう一つの価値を知見するよう我々に命じている。すべて生き物は種の保全を計る, 性欲と育児に務めるDNAを持つ。　我々は子孫に悪い因果を残さぬよう務めたいものです。　
· 解脱＝回転し続ける六道輪廻（天―人間－修羅－畜生―餓鬼―地獄）の輪から悟りを得て脱却すること。死後の世界は有ると思うのも間違い, 無いと思うのも間違い。有るようで無く, 無いようで有る。梵語で｢考えられない｣ 深妙広大な｢不可思議｣である。因みに｢不可思議｣は10の64乗, ｢恒河紗｣インダス河の砂粒の数で52乗, ｢極｣は48乗。 
· 般若(パーリー語パンニャーの漢訳)＝涅槃に至る叡智　実践の帰結で正しい認識を叡智すると,　悟りが得られる
｢悟り｣を求めて日夜限りなく波羅蜜を修行する。

· 涅槃(梵語ニァバーナの漢訳)＝絶対界で佛陀の達した境地,　永遠の安らぎ。 ここで輪廻の束縛から脱却出来る。

· 西方浄土の楽しみ＝聖衆来迎(臨終のとき菩薩に迎えられる), 聖衆倶会(佛, 菩薩と共にいる), 五妙境界(五官の世界の), 引接結縁(生前に縁の会った人々を浄土に迎える), 随心供佛(心のままに佛を供養), その他五っの楽　往生要集

· 功徳＝よい果報をもたらす善行－波羅蜜, 特に布施, 喜捨, 供養
· 仏陀入滅は紀元前480年頃で小乗, 後900年掛けて中央アジアで大乗となり仏像(ガンダーラ, 敦煌は長安の西方の浄土)建立が始まる, 唐７世紀には各種漢訳経本完成。法然, 親鸞の浄土真宗, 日蓮の日蓮宗は当時の世相を反映。　
· 基督教は天国地獄共永遠の世界, 仏教では極楽は永遠の世界, 地獄は輪廻するが般若で脱地獄
まとめ　｢色即是空　花盛り｣と説いたお坊さんが居たそうな。　世阿弥は風姿花伝で｢秘すれば花, 秘さずば花なるべからず｣, そして｢されば, この道を究め終りて見れば, 花とて別には無きものなり」。｢花｣は「こころ」でしょうか。
一枚に纏めようとしたので, 間違いもあろうかと思います。内海和男kazutsumi@msn.com  までコメントして下さい。
出展:「仏教」渡辺照宏著,「仏教の言葉考え方」ひろちゃや著, ｢般若心経講義｣ 高神覚昇, 広辞苑より
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